
観光マーケティング戦略策定経費

○データに基づいた観光施策を実施するための基本的な指針として「（仮称）観光マーケ
ティング戦略（仮称）」を策定する
○戦略策定及び検証時に必要な、①調査・分析の実施、②審議会の設置を行う

○国内外の観光客誘致を戦略的に進めるためには、コロナ禍を経てさらに多様化する観光
客の志向や観光動向を調査・分析し、本市観光の実態や施策の方向性を明確化したうえで、
その有効性、信頼性、実効性を高めるため、データに基づく観光施策の基本的指針となる
戦略を策定する必要がある。

現状・課題

○事業費：30,000千円

○事業内容
（１）戦略策定のための調査・分析業務の実施【28,400千円】

既存の本市データや国等のオープンデータを活用するとともに、新たに２種類のアンケート
調査、国内外の観光客の動態や消費動向に関する調査を実施し、総合的な分析のうえ、戦略
策定を行う。

≪積算内訳≫
・県外の国際空港等におけるインバウンドを対象とした対面式アンケート・観光関連事業者
（宿泊・飲食・交通）への対面式アンケート
・国内外の観光客を対象とした動態調査
・国内外の観光客を対象とした消費動向調査
・戦略策定のためのデータ分析

(2)戦略策定、検証のための審議会の設置【1,600千円】
有識者や関係事業者等による視点を盛り込み、戦略をより有効な内容にするため、新たに
審議会を設置する。
≪積算内訳≫
・委員報酬：400千円
・委員招へい費：1,200千円

事業概要

新 （予算額）30,000千円
（所管課）観光政策課

イメージ図 【戦略策定のための分析】

各種データの組み合わせ等による本市観光動向の実態や課題、
効果的な施策展開の方向性を把握

市場（国・地域）毎の特性 求められる受入環境 本市の観光コンテンツの可能性

【オープンデータ】

日本政府観光局（JNTO）データ
・各国、地域別訪日客数
国土交通省、観光庁のデータ
・宿泊旅行統計
・旅行・観光消費動向調査
・訪日外国人流動データ（FF-Data）
・訪日外国人消費動向調査
経済産業省のデータ
・RESAS、V-RESAS など適宜使用

【本市調査データ】

（既存）観光統計データ

（既存）観光案内所アンケート調査

（R5実施）県外アンケート調査

（R5実施）観光産業実勢調査

（既存）WEBサイトアクセス解析

（R5実施）位置情報、消費動向調査

（R4実施）観光マーケットリサーチ

コロナ禍を経て変容した国内外の観光客のニーズ、志向
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